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 要  旨 
眼球移動は比較的最後まで随意運動が残り、高速に長時間動かしても疲労が少
ないという特徴から、肢体障害者が利用するコミュニケーションの手段として視
線入力インタフェースの研究が行われてきた。しかしこれまで提案されてきた視
線入力インタフェースは、装置が特殊で高価であり、また利用者の頭部を固定す
る必要があるなど、制約が大きいものであった。 
しかしこれまでの先行研究により、ユーザに強いる拘束性や見たもの全てが入
力されてしまう“Midas Touch Problem”という問題が、ヘッドマウントディスプ
レイの利用とガイド式入力インタフェースによって解決された。そのとき眼球運
動測定法は、手軽で安価な眼電図が採用された。さらに視線入力用と通常作業と
の画面の切り替えが可能な2画面構成のインタフェースの提案により、実用的な視
線入力インタフェースのあり方が示された。しかし交流増幅眼電図による水平方
向の注視領域判定は最大で画面7分割（分解能：視角度4度、6選択）であり、残る
問題は文字入力やソフトウェア操作などを想定した場合に選択肢数が少ないこと
であった。 
そこで本研究では、眼球斜め方向移動を用いて垂直方向に入力画面を拡張させ、
文字入力や視線によるソフトウェアの操作など発展的な内容にも応用できる、多
選択型の視線入力インタフェースの実現を目的とした。眼球斜め方向移動を用い
た理由は、水平方向に比べて電位変化が小さくノイズに弱いため、単独で用いる
ことが難しい垂直方向の眼電図を、水平方向の眼電図と組み合わせることで利用
できるからである。 
そのためにまず、先行研究の結果から実用化の可能性のある3種類の視線入力画
面を用いて、視線移動の際の基礎的な眼電図データを計測する実験を行った。そ
の比較検討の結果、水平5分割（4選択）×垂直2分割の8選択型と水平7分割（6選
択）×垂直2分割の12選択型の入力画面が実現可能なことがわかった。 
 さらにその入力画面仕様で、リアルタイムに注視領域判定を行う試作型の視線
入力インタフェースを実装し、性能評価実験を行った。その結果、入力成功率は
全被験者平均で8選択型が98.8[%]、12選択型が96.6[%]という非常に高い結果であ
り、先行研究の結果（4選択:96.6[%],6選択:97.1[%]）と比較しても遜色の無い結
果となった。また1文字あたりの平均入力時間においては8選択型で
3.14[sec/char]、12選択型で3.42[sec/char]であり、先行研究の結果（4選
択:6.18[sec/char],6選択:6.20[sec/char]）と比較して3sec程度短縮することが
できた。このことから、眼球斜め移動を用いた多選択型視線入力インタフェース
の提案は成功したと言える。 
 今後の課題としては、さらなる解析手法の工夫、そして視線によるWEBブラウザ
などのソフトウェア操作や文字入力など、実際の応用場面を想定した実験を行い、
現状に現れていない問題点がないかどうかを検討する必要がある。 
 
